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令和６年第１回姫路市議会定例会（未定稿） 

令和６年３月１日（金） 

◯中西祥子議員（登壇） 

公明党の中西祥子でございます。 

それでは、早速ですが、通告に基づき質問をさせていた

だきます。 

1項目めは、プレコンセプションケアについてお伺いし

ます。    

プレコンセプションケアとは、プレというのが「～の前

の」ということで、コンセプションは妊娠・受胎という意

味で、妊娠前からのケアを意味します。 

つまり、プレコンセプションケアとは、若い世代のため

のヘルスケアであり、現在の体の状態を把握し、将来の妊

娠や体の変化に備えて、自分たちの健康に向き合うことで

す。以下、プレコンと略させていただきます。 

ある助産師さんから、「近年の出産は早産になることが

多く見受けられる。その理由の1つに、妊娠前からの体力

づくりができていないために、妊娠中、胎盤がよい状態に

維持できないからである。」と伺いました。 

また、「若い女性の過度なダイエットによる痩せ過ぎや

運動不足などによる肥満、出産年齢の高齢化などから、リ

スクの高い妊娠が増加している。さらに、体のケア不足が

原因の不妊も増えており、治療で時間とお金が必要になり、

大変苦労をしている。だからこそ、早い段階でのプレコン

は大切である。」とのことでした。 

令和3年2月、成育医療等の提供に関する施策の総合的な

推進に関わる基本的な方針が改定し、閣議決定されました。

成育過程にある者等に対する保健の総論の中に、「不妊、

予期せぬ妊娠の相談支援、男女ともに性や妊娠に関する正

しい知識を身につけ、健康管理を促すプレコンの推進を含

め、切れ目のない支援体制を構築」と明記されています。 

妊娠前からの健康管理をすることで、女性やカップルが

より健康になる、元気な赤ちゃんを授かるチャンスを増や

す、また、将来における妊娠希望の有無にかかわらず、健

康に関する適切な知識、情報を得て、健康で質の高い生活

を送ることは、仕事などの人生設計を広げていくことにも

なります。こういった点から、プレコンは健康意識向上の

ためのケアとも言えます。 

もちろん、将来の妊娠に備えるという点からも大変重要

です。本市でもプレコンの取組を進めるべきと考えます。 

1点目に、本市として、プレコンの取組についてお伺い

します。 

本市においては、昨年4月にこどもの未来健康支援セン

ターみらいえがオープンしました。みらいえのリーフレッ

トにプレコンの展示と書いてあります。胎児の子宮内での

成長過程の模型が展示してあります。 

しかし、プレコンの具体的な取組内容は、パンフレット

や市のホームページ等に詳しくは書かれていません。 

この1年間のみらいえでの取組と、今後展開しようとさ

れていることなどをお聞かせください。 

2点目は、プレコンの認知度向上の取組についてです。 

浜松医科大学地域家庭医療学講座特任教授の井上真智

子氏らが行なった、20歳～43歳の女性を対象にプレコンに

関する知識や実施状況についての調査結果では、「詳しく

知っている」、「ある程度知っている」は全体で22.4％と低

く、特に出産を経験していない方では「詳しくは知らない」、

「全く知らない」が97.7％を占めるという結果だったそう

です。 

令和4年3月に、国立生育医療研究センタープレコンセン

ターでのオープンセミナーで、「日本でプレコンを推進す

るために」をテーマに、これから社会に出るＺ世代代表、

行政や企業で既に先進的な取組をされている大学、会社で

プレコンを学んでいる企業などのメンバーとともに、行政

の代表として清元市長も参加されておられました。 

市長は、その中でプレコンの認知度がまだまだ低いとい

うこと、ライフプランも含めてしっかり考えることが必要

である。また、姫路市としてみらいえで専門的に取り組ん

でいくことも話されていました。 

本市においてのプレコンの認知度はまだまだ低いと感

じます。対象の年齢の方や女性だけでなく、広く市民に知

ってもらうこと、企業でも取り組んでいただきたい課題で

す。 

本市として、市民講座や講演会などを開催してはどうで

しょうか。 

本市としてのプレコンの認知度の向上のための取組を

どのようにお考えでしょうか、お聞かせください。 

3点目は、助産師が行う命の授業についてです。 

近年、望まない妊娠による人工中絶の増加があります。 

また、予期しない妊娠や新生児の生み落としなど、痛ま

しい事件報道が後を絶たず、命の大切さに対する意識が薄

れていることが懸念されます。 

全国の助産師が行う命の授業は、命に寄り添い、命の誕
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生に関わる助産師だからこそ感じる命の大切さ、さらに産

まれてくることのすごさ、生きていることのすばらしさと、

自らの生きようとする力を伝え、自己肯定感を育むことを

目的としています。 

先日、中・西播磨の公明党議員で、本市で助産院を開院

され、産後ケア事業や小学校、中学校、高校で、命の授業

などの活動されている助産師さんの講演を受け、命の大切

さや尊さを再確認し、命の教育や性教育の現状と課題をお

伺いしました。 

県内でも助産師による命の授業を実施している学校も

増えてきています。ぜひ、本市においても多くの児童、生

徒の皆さんに受けていただきたいと考えます。 

自分が生まれてきたことの奇跡、両親、家族、たくさん

の人との関わりの中で生きていることを再認識し、命の大

切さを感じることができると思います。国からも妊娠、出

産等に関する正しい知識の普及を学校教育段階から推進

することが求められています。 

学校で行われている保健教育、健康教育にプラスして、

行政や学校が連携しながら助産師が行う命の授業と、プレ

コンの理念を踏まえた学校教育が必要であると考えます

が、見解をお聞かせください。 

また、生徒だけでなく、保護者に向けた助産師による命

の授業を開催するなどのお考えはないでしょうか、併せて

お聞かせください。 

4点目に、小中学校での性教育についてお伺いします。 

出生に始まり、新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期

の各段階を経て、大人になるまでの一連の成長過程を意味

する成育医療を支える土台となるのがプレコンです。プレ

コンを進めていく上で、学校における性教育を避けること

はできません。 

子どもは、だいたい3～4歳くらいで男女には違いがある

ことが分かるようになると言われています。体の発達にも

男女差が出てきます。子どもの成長時期に合わせた性教育

が重要であると思います。 

また、デジタル化や多様性の社会、ＬＧＢＴＱなど、社

会環境の変化に伴い、学校での対応も変化していると思い

ます。 

そのような中で、学校での性教育はどのように行われて

いるのでしょうか、お教えください。 

2項目めは、ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）感染症

の予防接種についてお伺いします。 

子宮頸がんの発生には、その多くにヒトパピローマウイ

ルスの感染が関連しています。予防法として、ＨＰＶワク

チンを接種することで、ＨＰＶの感染を予防することが挙

げられます。 

ＨＰＶワクチン接種は、令和3年11月26日に積極的な推

奨の差し控えの状態を終了させることになり、基本的に、

令和4年4月から個別の勧奨を順次行うことになりました。 

国が定める接種対象年齢は、小学校6年生から高校1年生

相当の女子で、予防接種法に基づく定期接種として、公費

によりＨＰＶワクチンを接種することができます。 

しかしながら、本市においては接種対象期間が中学2年

生から高校1年生となっており、接種券の郵送配布が中学2

年生からとなっています。他都市を見ても、小学6年生か

らの配布がほとんどの状況です。 

積極的な勧奨が差し控えられている状態が終了し、定期

接種については、予防接種法に基づき、市町村が接種対象

者やその保護者に対して接種を受けるよう勧奨しなけれ

ばならないものとしています。 

厚生労働省のホームページに、積極的な勧奨とは、市町

村が接種対象者やその保護者に対して、標準的な接種期間

の前に、接種を促すはがきや予診票等を各家庭に送ること

等により接種を勧める取組を指しています。ＨＰＶワクチ

ンの場合、標準的接種年齢（中学1年相当）を迎える前に

個別に通知することが一般的です、と示されています。 

知人から相談を受けたときに、「姫路市は6年生に案内が

届かないんですね。友人との話で、他都市の友人で、他市

はもう届いているのを知りました。」、「6年生に受けないと

しても、情報としては届けるべきではないのでしょうか。」

というご意見でした。 

また、接種をするかどうか、そのときに相談も受けまし

た。 

このワクチンは、セクシャルデビューをする前に接種す

ることが望ましいとされています。小学6年生、中学1年生

でセクシャルデビューしている児童・生徒も少なからずい

ると思われます。姫路市の中学2年生への配布では、小学6

年生、中学1年生の接種機会を奪っていることになります。 

保健所へ、なぜ中学2年生からの接種なのかと理由を尋

ねたところ、性教育が中学1年生で実施するからとのこと

でした。また、6年生や中学1年生で希望する方には、保健

所で配布しているとのことでした。 

郵送されている書類には、6年生からの接種が可能とは、
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詳しく明記されておらず、アナウンスもないのに、保健所

へわざわざ接種券を取りに行かれる方は少ないのではな

いかと考えますが、実際に希望され受け取りに来られた方

は年間何人おられたのでしょうか、お教えください。 

また、令和5年4月から、9価ワクチン「シルガード9」も

公費で受けられるようになり、現在、定期接種として公費

で受けられるＨＰＶワクチンは、4価ワクチン、6価ワクチ

ンと合わせて3種類となりました。このことは、本市から

郵送される説明文にも記載されています。 

医師会の先生にお伺いしたところ、「昨年から開始にな

ったシルガード9を受ける方が多くなると思います。この

ワクチンは、1回目の接種を15歳になるまでに受けると2

回の接種でよいとされています。15歳になるまでなので、

現在の姫路市の中学2年生からの接種では、接種できる期

間がさらに短くなります。」とのことでした。 

ＨＰＶワクチン接種の必要性や効果とリスクを理解し、

いつ行うかは、本人と保護者で決定してもらう必要があり

ます。そのためにも、国が定めている接種対象期間と同じ

く、本市の接種期間を小学6年生からにし、接種券の郵送

も小学6年生からにするべきと思いますが、お考えをお示

しください。 

3項目めは、児童生徒等への学校の健康診断実施の環境

整備についてお伺いします。 

小中学校において、学校保健安全法に基づき、体の成長

の様子を確認、学校生活を送る上で問題となる病気を見つ

け、必要時治療に結びつけることなどを目的に、毎年、健

康診断が行われています。学校健康診断の実施には、医師

会の先生方の協力が不可欠で、学校医として大変お世話に

なっております。 

学校の健康診断をじゅんめぐっては、服装などに特に定

めがなく、地域や学校によって運用が異なっているため、

近年、児童生徒や保護者らから上半身裸での受診を不安に

思う声が上がるなど、健康診断時の児童生徒などのプライ

バシーの保護等への懸念が指摘されていました。 

一方、着衣では正確な検査・診察が困難になる懸念も示

されていることから、本年1月22日、文部科学省から、「児

童生徒等のプライバシーや心情に配慮した健康診断実施

の環境整備について」が通知されました。 

通知では、学校側の運用では、男女別に実施、囲いやカ

ーテンなどで個別スペースを用意、養護教諭を除き、児童

生徒と同性の教職員が立ち会う、待機時は体操服やタオル

などで体を隠せるようにするといったことを具体的に例

示されています。 

一方、成長期に多い背骨の病気や心臓の異常など、正確

な検査・診断には、視触診の実施が不可欠な場合があるこ

とについて、児童生徒や保護者に対し、医師が必要に応じ

て体操服をめくったり、聴診器を入れたりすることがある

と事前に説明し、理解を求めることも促されています。 

これらのことは、学校と学校医が丁寧に取決めをし、児

童生徒が安心して学校健康診断が受けられることはもち

ろん、学校医が正しく診察ができ、スムーズに実施できる

ことが大切です。 

今回の通知後、医師会との協議が進んでいるかと思いま

すが、現状をお教えください。 

学校健診について、学校医にお話を伺いました。「聴診

をする際や、特に脊柱側湾症の検診は、脱衣が必要な場合

がある。このためにも、児童、生徒、保護者への事前説明

はしっかりしていただきたい。」とのお話でした。ぜひ、

このことをしっかりと周知していただきたいと思います。 

また、先ほどの具体例にあるように、実施体制を整える

には、学校の状況にもよりますが、つい立てやカーテンな

ど、ハード面の整備も必要であると考えます。また、学校

の規模によっては、検診時の教職員の増員が必要になると

思いますが、人員の確保など、どのように対応する予定で

しょうか、お聞かせください。 

以上で、私の第1問を終わります。 

◯三輪敏之議長 

 佐野副市長。 

◯佐野直人副市長（登壇） 

私からは、1項目めのプレコンセプションケアについて

のうち、1点目及び2点目についてお答えいたします。 

まず1点目、プレコンセプションケアの取組についてで

ございます。 

従来から取り組んでおります市内全中学校への思春期

出前授業に加えまして、今年度から、高校生や大学生にプ

レコンセプションケア事業を実施しております。 

また、はたちの集いの会場におきまして、プレコンセプ

ションケアに関するＰＲ動画を配信し、若者へ周知を図っ

てまいりました。 

さらに、思春期世代へのプレコンセプションケアの土台

づくりとして、乳幼児期から始める性教育「親子で学ぶ性

教育講座」を実施しております。 
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市民の皆様に向けては、こどもの未来健康支援センター

1階のフリースペースに、プレコンセプションケアに関す

る情報を月ごとにテーマを決めて展示を行い、普及啓発に

努めております。 

また、教育、保育、医療、保健機関など、関係機関の支

援者に向けましては、国立成育医療研究センターから講師

をお迎えして研修会を開催し、プレコンセプションケアの

啓発を行うとともに、姫路市の取組についても周知いたし

ました。 

今後は、20代の社会人にも対象を広げ、プレコンセプシ

ョンケア健診を導入するなど内容を充実させ、妊娠前の男

女が将来の妊娠や出産に控え、より自身の健康に向き合っ

てもらえる取組を進めてまいりたいと考えております。 

次に2点目、プレコンセプションケアの認知度向上につ

いてでございます。 

みらいえといたしましても、今後、特に重視してまいり

たいと考えている思春期世代の皆さんに向けましては、教

育委員会と連携しながら、学習用端末などの活用も含めた

情報発信を検討してまいります。 

また、市民の皆様や企業向けには、ホームページにプレ

コンセプションケアの具体的な取組を順次アップすると

ともに、広報誌やミニコミ誌への掲載、子育て応援アプリ

「ひめっこ手帳」や姫路市ＬＩＮＥ公式アカウントからの

プッシュ配信など、様々な媒体により情報発信してまいり

ます。 

加えて、啓発資料を活用した講演会や出張講座も計画し

ており、プレコンセプションケアの認知度向上に一層取り

組んでまいります。 

以上でございます。 

◯三輪敏之議長 

 西田教育長。 

◯西田耕太郎教育長（登壇） 

私からは、1 項目めの 3 点目、4 点目及び 3 項目めにつ

いてお答えいたします。 

まず、1項目めの 3点目でございますが、プレコンセプ

ションケアにつきましては、学習指導要領に準じて、保健

教育や健康教育として実施している内容を基に、こどもの

未来健康支援センターみらいえと連携しながら、まずは、

教職員たちにプレコンセプションケアの理念について周

知を図ります。 

また、保護者に向けた助産師による命の授業については、

保護者が参加するオープンスクール等で参観できるよう、

校長会や担当者会で呼びかけてまいります。 

次に、4 点目でございますが、性教育につきましては、

本市作成の性教育指導の手引きを参考に、保健体育や特別

活動の時間等に実施しております。 

今年度末には、現代の実情に応じた性教育指導の手引き

改訂版が完成し、4月には各学校園に一斉配布をする予定

でございます。 

改訂版には、命の大切さや思春期の心と体の変化、性情

報の適切な取捨選択、行動選択の仕方、性の多様性に関す

ることなど、幼稚園から高等学校まで系統立てた内容を掲

載いたします。 

今後も、性教育指導の手引きを活用しながら、系統立て

た計画的な性教育の実践を図ってまいります。 

次に、3項目めでございますが、脱衣を伴う健康診断に

つきましては、これまでも診察や検査等に支障のない範囲

で男女別の実施や、発達段階に合わせた児童生徒等のプラ

イバシーの保護に十分配慮しながら実施してまいりまし

た。 

今回の文部科学省の通知を受けて、検査・診察時の服装

を含め、囲い・カーテン等により個別の検査やスペースを

用意したりするなど、児童生徒の心情により一層配慮した

検査・診察ができるよう、現在、学校医代表の校医会と調

整中でございます。 

また、健康診断の意義や重要性、検査・診察の服装を含

めた内容や方法について、事前に保護者に理解を得る必要

があることから、保護者向けの文書も作成する予定でござ

います。 

健診時の人員の確保につきましては、これまで同様、ス

ムーズな健診を工夫しながら実践し、校内で人員を運用し

ていくこととなります。 

以上でございます。 

◯三輪敏之議長 

 北窓医監。 

◯北窓隆子医監（登壇） 

2 項目めのヒトパピローマウイルス感染症の予防接種

についてお答えいたします。 

まず、ＨＰＶワクチンの小学 6年生及び中学 1年生の接

種者数についてでございますが、令和 5年度におきまして

は 12月末現在で 20件、ＨＰＶワクチン接種が開始された

平成 23年 1月以降の累積件数は 84件となっております。 
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次に、ＨＰＶワクチンの予防接種券を小学6年生に送る

ことに関する本市の考えについてでございますが、ＨＰＶ

ワクチンは低年齢での接種がより抗体がつきやすいと言

われております。 

また、令和4年4月に定期接種化されました9価ＨＰＶワ

クチンは、議員ご指摘のように、初回接種を15歳未満で実

施することにより接種回数を2回に減じることができ、副

反応のリスクも減らすことができると承知しています。 

これまで、本市においては、中学1年生を対象とした思

春期出前授業によって、ＨＰＶワクチンの効果や目的、副

反応等を理解していただいた上で、接種について自己決定

することを勧めてまいりました。このため、予防接種券を

中学2年生で発送しています。 

なお、加えて、中学3年生を対象とした思春期出前授業

では、ＨＰＶワクチンは子宮頸がん以外の性感染症予防に

は効果がないことを説明しています。 

令和5年度においては、全中学での1年生を対象とした思

春期出前授業が終了した3月上旬に、前倒しで予防接種券

を発送し、春休みを利用しての接種ができるよう予定して

おります。 

また、来年度以降については、中学1年生への思春期出

前授業を可能な限り2学期中に実施し、1月頃を目途に予防

接種券を送付したいと考えております。 

現時点では、直ちに小学6年生に接種券を発行する予定

はございませんが、議員の質問の趣旨を踏まえ研究してま

いります。 

以上でございます。 

◯三輪敏之議長 

 21番 中西祥子議員。 

◯中西祥子議員 

それぞれご答弁ありがとうございました。 

第 2問させていただきたいと思います。 

プレコンセプションケア、本当に言葉もなかなかまだ知

られてないとは思うんですけれど、内容は違いますけど、

介護の現場でずっとフレイル予防っていうものが、今やっ

と浸透してきて、市民というか、皆さんが知っている言葉

になってきたかなと思うんですけれど、このプレコンセク

ションケア、略してプレコンということをしっかりと皆さ

んに周知していただいて、妊娠のその対象の人だけが勉強

したらいいっていうものではなくて、本当に広く市民に、

また男性に、またパートナーに知っていただく、全ての人

が、健康というか、本当に子どもを産む状態で、まずは健

康になっていただく。そのためにも、しっかりと周知をし

ていただきたいと思います。 

先ほど、はたちの集いで、成人式はたちの集いで動画を

作られて流されたということですが、これを今後活用して、

例えばホームページであったりとか、庁舎の中にも今テレ

ビ、モニターが付いたりとかしてるんですけれど、そうい

うところで、こう流したりとか、また、1つだけではなく

て、いろいろなまたパターンを作って、今後そういうふう

に活用していけるのかというところを、またお考えをお聞

かせいただきたいと思います。 

それと、学校においての性教育は、本当に性の話はする

のはどうしても親子でも何かこう言いにくかったりとか

するんですけど、あるご父兄の保護者の方からお話をして

いたときに、やっぱりどこまで言っていいのか分からない、

注意もしないといけないけど、どこまで言ってもいいのか

分からない。学校でどういうことを、中学校とか小学校で

覚えてきてるというか、聞いてきてるのも分からないので、

ほかの教科、算数とか国語であれば、何年生にどこまで到

達しているとかっていうのが分かるんですけど、どういう

話を学校で聞いてるのかっていうことを、また保護者にも

いろいろと学校の配信するツールを使って、今日はこうい

う、イベントがあったときというか、命の教育を受けたと

きとか性教育を受けたときに、こういうことを学んだとい

うことをまた発信していただくのも大事かなと思います

ので、その辺りもお考えいただけたらと思います。 

それと、ワクチン接種についてなんですが、本当に私の

ところに相談があるのは、どうしても以前の仕事の関係と、

また娘がいるということで、どうされたんですかとか、ワ

クチンはしたほうがいいんですかっていうお話も多くて、

その中で、封筒に入って接種券が送られてくるんですけれ

ど、この中には姫路市が出している手紙と、問診票の書き

方と、あと受診券入ってるんですけど、あと国のパンフレ

ットもコピーしたものが入っておりました。 

それを、姫路市が発行している中に、接種対象期間が、

やはり姫路市が作ってる分は中学 2年生から高校1年生っ

て書いてあるので、もう中学 2年生からっていうふうに思

われてる方もあって、先ほど、直接保健所に問い合わせて

年間 20 件ですかね、取りに来られた方があるということ

でしたけど、そういうしっかりと考えがお母さんというか

保護者の方があって、ホームページまで見ると 6年生でも
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中 1でも受けれますということで、国の対象接種対象の期

間を書いてありまして、保健所に取りに来ていただけたら

ということがあるんですけど、すごく全中学校に思春期出

前講座をしていただいて、丁寧に、もう他都市はもう全部

そういうことまでせずに、6年生から、もうほとんどの市

が 6年生からの接種で配ってあります。 

そういう中で、姫路市は本当に保健師さんが丁寧に思春

期出前講座をしてくださっての配布だとは思うんですけ

ど、ちょっとこのアナウンスがない中で、6年生からも受

ける、受ける受けないは、またそれぞれの家庭での考えも

あるかと思うんですけど、しっかりと情報を、国はこう言

っている、姫路市はこういう理由で中 2からしてるってい

うことが分かるような内容にしていただくのもお考えい

ただけたらと思うんですけど、そのことに関してまた答弁

よろしくお願いいたします。 

以上です。 

◯三輪敏之議長 

 佐野副市長。 

◯佐野直人副市長 

プレコンセプションケアについて、広く市民の皆さんに

知っていただくという必要性、これは十分認識しておりま

す。 

ご提案のありましたように、はたちの集いでのＰＲ動画

だけでなく、ホームページには市の取組、またそれに加え

て、やはり、そもそもプレコンセプションケアとは何なの

か、なぜ必要なのか、また、自身の体の状態をチェックし

たり、具体的にどんなケアをしていく必要があるのかとい

うような、こういうことも提案できるような内容を、やは

りホームページだけではなく掲載し、また紹介をし、啓発

をしていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

◯三輪敏之議長 

 西田教育長。 

◯西田耕太郎教育長 

性教育の学校での状況の家庭への連絡っていうふうな

ことなんですけど、現在、先ほどお話しました改訂版の性

教育指導の手引きの全てはちょっと大きいんですけれど、

系統の一覧表、これをホームページ上に載せる予定で、現

在考えております。 

そして内容は、互いの尊重のところは性の多様性、それ

から情報安全のところは性犯罪のこと、それから体と心の

健康、それから生命の尊重、この辺りが生命の連続性とか、

命の大切さとか、そういったこともあるんですけど、この

一覧表をホームページに載せまして、先ほど議員おっしゃ

ったように、校長会とか、また養護教諭の担当者会のほう

で、学校だよりとか、保健だよりで、この一覧表のことを、

保護者のほうへ知らせること、また、各性教育の授業をし

たときには、学年だより等で保護者のほうへ連絡してもら

うように、各校長会とか担当者会のほうで、委員会のほう

から言ってまいりたいと思います。 

以上です。 

◯三輪敏之議長 

 北窓医監。 

◯北窓隆子医監 

議員ご指摘のように、ＨＰＶワクチンを取り巻く状況と

いうのが、昨今大きく変わってきております。積極的勧奨

の件もそうでございますし、9価のワクチンの導入もござ

います。 

こうした機会に、今まで以上にＨＰＶワクチンに関心を

持っていただくご家族・個人が増えていることも十分考え

られるわけでございまして、ご家族の中で話し合って、接

種はできるだけ早期に行いたいと、そういう考え方をされ

る方もいらっしゃると思いますので、議員のご質問にござ

いましたように、住民の選択肢を狭めるような政策という

のは、望ましくないというふうに考えております。 

そこで、接種可能な年齢の対象者とその保護者に対して

は、ＨＰＶワクチンについての情報を市のホームページ等

において提供していくとともに、保護者等に向けての説明

については教育委員会とも協議し、検討してまいりたいと

考えております。 

◯三輪敏之議長 

 21番 中西祥子議員。 

◯中西祥子議員 

ご答弁それぞれありがとうございました。 

要望なんですが、もう全体に今回の質問はもう本当にこ

の性だけのことでもないですし、プレコンセプションケア

っていうものが、もうすごくいろんなところに重なってい

ることで、本当に保健所だけでも、学校だけでもいかない

と思います。 

本当に年齢が、大きな年齢だけじゃなくって、もう小さ

なときから思春期まで大切な時期、また結婚して妊娠する

とき、本当に命の大切さを学ぶこともプレコンの中には入
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っておりますし、それに命の授業を助産師さんから受けた

生徒の感想をお聞きしたときに、やっぱりそれが性教育だ

けではなくって、自分の生まれてきたときのことをいろい

ろ考えてみた中で、学校に行きたくというか、なかなか苦

しい中で学校に行っていた生徒さんが、やっぱり生ってい

う、生きるっていうことを、そこで感じて、またもっと頑

張って学校に行こうっていうふうに書かれていた感想も

お聞きしました。 

そういうのを聞くと、やっぱりいろんなところで、みん

なで子ども守りながら、またこれから子どもを産んでいく

女性のことも守っていただきたいなと思いますので、ぜひ

またプレコンを中心に、各部署が連携して、しっかりと進

めていただきたいと思います。 

以上です。 

◯三輪敏之議長 

 以上で、中西祥子議員の質疑を終了します。 


